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日本藻初学会会則

(総則)

第 1条 本会は日本務類学会と祢する。

第2条 本会はE梨学の進歩普及~図り ， 01'-1主て会員相互の辿絡並11::'殺|箆を図る乙とぞ

目的とする 0

ffi3条 木会はj)百条の自的を迷するために，次の事業を行う。

1. 大会の開催 (主F1 [8]) 

2. 玉栄類ll.関する研究会，講習会，採集会等の開催

3 定JUJ刊行物の発fU

4 その他前条の目的を迷するために必要な事業

第43長 本会の事務所は会長のもと11:おく。

第5条 本会の事業年度は 4月1日IC始まり ，翌年3月31日IC終る。

(会員)

第6条 会只は次の 8駆とする。

1. 普通会員 (務類11:関心をもら，木会の趣旨I1:M悶する個人叉は団体で，役員会
のjjl;裕するもの)

2. 名 ~.:・会員(務学の発達 IC貢献がめり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の

}ft!却するもの)

3.‘特別会員(本会の趣旨IC賛同し，本会の発l震に特IL寄与した個人叉は団体で，

役員会の推薦するもの)

第7条 本会IL入会するには，住所，氏名(団体名)転業を記入した入会申込書を会

長l己主主1:1.¥すものとする。

第8条 会員は毎年会't!t300 F9をiIIJ納するものとする。 但 し名13会員及ぴ特別会員は

会貨を妥しない。

(役員)

第9条本会tr..次の役員をおく 。

会長 一名 (任期は2ヶ年とする1

iii~ 事 若干名 (任期は2ヶ年とする)

会長は総会に於て会員中よりこれを選出する。幹事は会長が会員中より乙れを指

名する。

(刊行物)

第 10条 本会は定期刊行物「部類」を年 3 回刊行し，会員Iq以下~で頒布する。

附則

乙の会則は昭和28年 10月11日か ら施行する。



イタニグサとカバノリについて

近江彦栄*・黒田久仁男**

H. OHMI & K. KURODA: On Ahn，.feltiαplicatα(HUDS.) 
E. FRIES var. tobuchiensI8 KANNO et MATSUBARA 
and Grαcil，αT似 Textorii(SUR.) J. AG. 

イタニグサ AhnfeltiaρUcata(HUDS.) E. FRIES var. tdbuchiensis KAN-

NO et MATSUBARAは樺太の遠淵湖に焼産して専ら樺太寒天合資会社の手で

樺太細寒天製造の原料に供され，同湖内生育量は乾燥重量にして約2，005，000

トシと概算されていた(菅野・松原， 19叫んその外，国後島泊湾及び朝鮮白

輪島でも同種が発見され，夫々寒天原料として利用されるようになった。泊

湾では昭和10年に発見され，根室国国後郡泊漁業協同組合に依って毎年 5

-10万貫(乾燥量)の採取が行われ，その総積量は昭和13年の北海道水産試

験場根室支場の調査では，生藻で約650万貫と称せられた(杉孝政・三原健夫，

国後島泊湾における伊谷草の積量調査.北海之水産， 96号，昭和12年11月。

三原健夫，昭和13年度国後島泊湾における伊谷草の積量調査.北水試匂報，

396号，昭和13年8月Lその頃，昭和12年5月24，25日の両日，泊湾から

対岸の根室国野付湾，温根沼及び風速湖に本藻が移植された事実がある。所

が本年 (1955)根室国野付郡別海村尾岱泊内にイタニグサが繁殖している事

が発見され 7月には根室支庁を経て同地産の乾燥標本が近江の手に入り，

更に9月末には岡地に採集に出かけ生の材料をも得る事が出来たので，その

構造について観察した所を報告し，併せてその成分の分析結果をも報告した

いと忠弘 尚， 同湖内のイタニグサに就いては1955年8月に北海道立水産

試験場釧路支場で積量調査を実施したので，速からずその結果が発表される

ものと思うが，相当多量に楼息している事は事実である。

尾岱沼産のイタニグナは大部分が外形が比較的平らかな不規則な形の叢

団をなしているが，中には遠淵湖産のものと同じように球形叢団を形成して

いるものもある。そして多くはアマモ群落の空地に震生しているが，又アマ

モの疎らな所ではそれらの根と根との聞に絡まって棲息しているものもあ

努北海道大学水産学部

制北海道立水産誠験場網走支場
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38 部類第4巻第21j- /1白羽l3H.1::9月

る。水深の浅い日光のよく 透入する ようなアマモの少ない所に生ずるもの

は， ;t町々色の浅い緑色を しているが 101 光の不充分な所や柏々 ~U!JTのものは

褐紫色を呈している。

植物体は錯綜しているが主校は畏さが 4cmイ立で， 細い円柱状か又tr:t少

し扇圧していて ， 直径は 300~370 μ を有している。 校は規則的に複叉状に分

Ji皮し ， 丸い l肢で広開していて先端部は長くや1 1びている。校の先端から O.5 ~l

cm位の所に.nematheciaの形成初期を忠わせる極めて低い隆起が校の阿国

を囲んで出来ていることがあり，その部の校の径は 515μに速する。植物体

の下部では分岐が疎らで 1cm位の間隔があるが，上部になるに従って次第

に密 となり O.2cmの間隔の所もある a

内部の構造を見ると ， 髄部は径 4~10μ， 長さ 24~33 μ の円柱状の細胞

が縦走し， その細胞l院は強く光を屈折する。それから外部になるに従って細

胞は次第に長さを減じ， 外側lには 4~6 層か らなる有色の方形又は僅 かに長

方形の小さな細胞が皮層を形成していて，体の表面に対して直角に配列して

いる。 j支M細胞は l\ti~ 2~3μ， 高さ 3~5μ で反 j雷全体の厚さは 15~32μ を有

してい る。最外部にはjE さ 5~6 μ のジエリ ー質が見られる。

第 1図 北海道尾岱沼産イタニ グサ

A. 休の横断面の一部 x 190 
B. {本の縦断面の一部 x 190 

さて，毘i;刊行Pi2のイタニグサについて..'J.'，悶が次の方法でその化学成分

を分析した所，次の立ilき-~:/i 米を刊た。
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近江・黒田: イタニグサとカパノリについて 39 

試料の調製

風乾試料を淡水で軽く水洗いした後，再び風乾し，雑藻及び爽雑物を出

来るだけ取除いて試料の均ーをはかった後に細断した。

定量方法

灰分，粗蛋白，粗脂肪及び粗繊維は何れも常法による.

硫酸，試料19を磁製蒸発皿に秤取し Dens-Benedictの酸化剤を加えて

酸化後，稀塩酸に溶かし，硫酸パリヲムとして秤量し，これから空白実験値

を控除して算出した.

粘液質，試料19を三角フラスコに秤取し3%硫酸l00ccを加え，逆流

冷却器を附して正確に3時間煮沸した後， 200cc容メスフラスコに移し，苛

性ソ{ダ溶液で中和してその目盛りまで水を満して振盟，静置後その上澄液

20ccを分取し， フェリシグ液を加えて加熱， 煮沸し亜酸化銅の沈澱をつく

り，グラスフィ Jレターで泌過し，温湯で洗糠後，硫酸第2鉄溶液に務かし，

次いで過マシガシ酸カリ液で滴定する。之より銅相当量を求め BERTRAND氏

表より，ガラクトースとしての量を求め，粘液質(寒天分と見なす)とした。

分析結果

組 成

水 分

灰 分

硫 酸 (80s)

粗 繊 総

第 1表 根室国尾岱沼産イタニグサの成分
(分析者黒田久仁男.1955) 

|風乾物中|無水物中| 組 成 |風乾物中|問中
(%) (%) (%) I (%) 

15.61 粗蛋白 15.56 18.44 

5.48 エーテル抽出物 0.14 0.17 

1.25 粘液質 85.51 42.08 

11.47 18.59 

備考 水洗い歩溜りは64%。普通煮熟による軍事天抽出はオゴノリより遥かに

困難。

紅藻類はその含有する粘液質に依って，所謂“agarophyte"(通称寒天質

と呼ばれる多糖類を含有するもの)と“carrageenophyte"(通称フノリ質と

呼ばれる多梢類を含有するもので，糊料に利用せられるもの)とに大別され

る事は周知の事実であるd 所で我が国では古来，完りく製造の主原料又はi昆

藻として Gelidium，Pterocladia， Gracilaria， Eucheuma， Acanthoteltis， 
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40 藻類第4巻第2号昭和31年9月

Ceramium， Cam.ρ'ylaゆhora及び Ahnfeltiaその他2，3の諸属の海藻が使

用せられて来たが， CHAPMAN (1950)に依れば， アメリカでは Gracilaria

spp.， Gelidium spp.， Gigartina， Endocladia muricata， Hypnea m附 cifor-

misなどが利用せられ，イギリスでは Gelidiumspp.， Chondrus cris.が15，

Gigartina stellataなどが，又ソ速では AhnfeltiaplicataとPhyllo.ρhora
spp.などが，南アフリカではSuhriavittata， Gracilaria confervoides， Geli-

dium spp.などが，オーストラリアではEucheumaspeciosumとGracilaria

con戸rvoidesが，ニュージラシドではPterocladiaca戸llaceaとP.lucida

の両種が何れも同じ用途に用いられている。オゴノ日属の諸種のものが諸外

国でも寒天原藻として利用せられている現状に鑑み，同属の1種たるカパノ

リGracilariaTextorii (SUR.) J. AG.に含有される粘液質の性情を知るため，

北海道忍路産のカパノリ (1954年12月採取)を黒田が分析した所次の結果を

得た。

試料の調製及び定量方法

イタニグサの場合と同様。

分析結果

組 成 |水分|灰分|全窒素I80s I 組繊維 I~fi:~vl 粘液質
風乾物中(%)I 13.20 I 9.94 I 4.州側 I6卸 I0.19 I 29. 

尚，カパノリはそのまま煮熟抽出しても，或はオゴノリに於けるように，

10%以下のNaOH溶液で900C前後で数時間加熱後，充分に水洗いしてから

煮熟抽出しても，ゼリー化する物質は得られず，フノリ抽出液に似た糊状物

質が得られる事が判明した。ただとの糊状物質はフノリと成分が全く同ーの

ものかどうかは，今の所不明であるが，物理的観察ではフノリやツノマタと

同一性情のものであるe 一方オゴノリはそのまま抽出してもゼリ{化する物

質が得られるが，上述のようなアルカリ処理後抽出すると，一層ゼリー強度

が大となるものである。即ち同じ属の海環であってもオゴノリのガラクトー

ズ(粘液質)とカパノリのそれとは明かに異なり，前者は agarophyteである

のに対して，後者はcarrageenophyteである事が知られる。吏に，同じ寒天
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近江・黒田; イタニグサとカパノリについて 41 

質のものでもオゴノリとテシグナでは可成りその性状が異なっており，テシ

グナはアノレカリで処理すると悉く溶解し去ってしまうが，オゴノリでは前述

の通り益々強固となるが，之は両者の粘液質の分子構造に差異があるためと

考えられる。

終りに，御指導と街l校聞とを賜ったl時田部先生に深謝の意、を表する。又，

材料の提供を頂いた野付漁業協同組合に対して謝意を表する。

Summary 

The present paper deals with the observations on the morphology and 
chemical components of Ahnfelt似 plicatα(HUDS.)E. FRI回 var.tobuchie悶 is
KANNO et MATSUBARA and on the chemical components of Grαcu，αriαTextorii 
(SUR.) J. AG. The former alga was巴ollectedat Lake Otaito， Prov. Nemuro， 
Hokkaido， and the latter at Oshoro， Hokkaido. Grαcilαγ似 Textor・iiproved on 
analysis to be rich in gluey substan巴ewhich did not show any in巴reasein gel 
strength by the addition of alkali， so this species is to be utilized onlyωa 
carrageenophyte， as has been used so in Japan， but not as an agarophyte as 
in the case of G.世errucosα(HUDS.)PAPENFUSS. 

引用文献

1. CHAPMAN， V. J. (1950): Seaweeds and their use3. 287 p. London. 
2. 菅野・松原(1932): 樺太遠淵湖及イタニサウ (Ahnfeltiaplicαtαvar. tobuchien-

sis nov.)調査研究， 1.水産学雑誌， 35号， 97-132.
3. 木下虎一郎 (1955); 浅海増殖雑話(その 6)，16. 尾岱沼のイタニグサ.北水試月
報， 12 (9)， 25-26. 

4. 近江・黒田 (1955): オゴノリ科植物の成分の変化11:.就いて.藻類， 3 (1)， 19-22. 
5. ROSENVINGE， L. K. (1931): The reproduction of Ahnfeltiαplicαtα. Det Kgl. 
Danske Videnskabernes Selskab. Biologiske Meddel.， 10 (2)， 1-29. 
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スギモクの幼腔に b ける

リポイドの分布

中沢 f言午*

S. NAKAZAWA: Distribution of lipoid in the cortical 
cytoplasm of Coccophorαembryos. 

スギモク，ブ乙/スジモクなどの卵は受精後に種々の色素に対する透過性

が高まり， しかもそれは仮根部で著しいことはすでに報告された (NAKAZA-

W A 1953， 1954)0 .ところで， リポイド説によると，一般に透過性は原形質表

面にあるリポイドと関係し， リポイドに可溶性の物質ほど透過性も大きい。

もしそうだとすると，スギモクなどの卵の表層， とくに仮根部にはリポイド

が存在してもよいはずだ，という考えの下に一連の実験を行った結果を報告

する。

材料は1955年4月に浅虫で採集したスギモク(CoccoρhoraLangsdor fii) 

の卵を山形の実験室にもってきて培養したものである。幼匹を生のまま，あ

るいはフォノレマリシ，アノレゴーノレその他で固定してから各種のテストに供し

た。

1. ナイノレ背による染色.生の材料をナイノレ青海水にいれて 2時間後に

とり出して観察すると，仮根の先端部および毛築の基部の細胞，およびその

近くの細胞ではプラズムの表面が青色に染められている。仮根の細胞は容易

に原形質分離をおこさないが， たまたまナイノレ青で染めた後に1.5モノレの煎

糖液で分離をおこじたものについてみると，原形質の表面が青く染色してい

るのがよくわかる。

つぎにクロロフォノレム，エ{テノレ，アセトシで10分， アノレコーノレおよび

ブォノレマリシで3日間固定した材料を水洗し，ナイノレ青液にひたした結果，

プラズム表胞の染色は次頁の表のようになった。

仮根および毛集部以外の細胞ではナイノレ青の染色はみられなかった。

2. オスミック酸テスト生の幼匹にオスミック酸を作用させると，毛

築の細胞およびタノレスの細胞の内部にある貯減リポイドが黒くなる。しかし

持 山形大学文理学部
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中沢: スギモクの幼Jl!におけるリポイドの分布 43 

固 定

クロロフオ Jレム アルコール | 十

エーテ Jレ フォルマリン + 
アセトン + 

プラズムと結合しているリポイドはこの方法で検出されない。従って，さき

にナイノレ育で染った部位はオスミック酸では黒くならない。全体としてオス

ミック酸で黒くなる部分，つまり貯減リポイドの量はタノレスの頂部から基部

に向って下り勾配をなしていた。

3. スダシIIIテスト生の幼匹にスダシIIIを作用させると，表層にピ

シク色があらわれる。しかし仮根部または毛集部だけが特にこの性質をもっ

ているという事はなかった。つぎにアセトンおよびクロロブオノレムで処理し

た幼匪について同じテストを行ってみると，アセトシ処理のものではピシク

色があらわれるが，クロロブォノレム処理のものではこれがあらわれない。

4. ミエリン像.細胞にアルカリ金属塩をいれるとプラズムのリポイド

が saponificationされてミエリシ像をつくることが期待される。それで，生

の幼匹を 1-3モノレの KNOs液にひたして観察した。その結果，原形質分断

はおこり難く，実験は困難に出あった。そこで，つぎに100ccの海水に5g

の食塩を加えた液でまず仮綴細胞に原形質分離をおこさせ， 次にこの液に

5gのKNu;，を加えた高張海水に，さきに原形質分離した幼匹をいれてみた。

その結果，仮+Rおよび毛案の細胞の分離したプラズムの表面に小粒子となっ
てミエリシ像があらわれ，これは偏光顕微鏡でしらべると明かに重屈折を示

していた。一方，タノレスの主細胞では，やはり原形質分離をおこしたがミエ

リγ像は不明であった。

5. Romieuのヨード・レνチシ反応.生の材料をフオノレマリ yで固定

し，水洗後卵白でスライドにはりつけ，乾燥し， アセトシで30分脱水し，

400Cの温水に 10分いれてグリコグンを除去し，ついで10%塩酸を2滴おと

して加熱し，蒸気が立ち上ったら直ちにヨード・ヨード加旦を加えて 10分開

放置し，水洗後グリセリシで封入し，観察した。その結果細胞質は一般に黄

色に染色し， とくに表層には赤紫の色があらわれた。これは表層にレ乙/チシ

の存在を示すものと思われるむしかし根性に関係して差次染色はみられなか
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った。

つぎにアセトシから直ちに水洗せず， この聞にクロロフォノレムで30分

処理してからアルコールを過して水と置きかえ，それからは前と同じ方法で

染色操作をほどこした場合には赤紫の色があらわれなかった。これは表層の

レνチシがクロロフォノレムで除去されたことを示す.

6. 蜂毒の作用.山本(1951)はメダカの卵に蜂毒を作用させ，プラズム

表層のレνチγが破壊されることを見た。同様の実験は椙山(1953)によって
ヲニの卵でも行われた。そこで筆者も同様のテストを行った。まず，モシス

ズメパチ (Vesρacrabrolをクロロブォ Jレムで麻酔し， 解制して毒腺をとり

だし 1ccの小びんにいれてデνケーターで乾燥し 3日後にこれに0.2cc
の海水を加えてその中で毒腺をガラス棒でおしつぶした。この海水にスギモ

クの幼匹 (3-5細胞期)を10個いれ 1時間および24時間してから5個ず

っとり出して水洗し，プリラシト緑で染色し，蜂毒を作用させないものと比

較した。なおとの実験1'1ブォノレマリシ固定材料についても行われた。結果は

表1の通りであった。

第2号第4巻類藻44 

蜂毒で処理したスギモク幼医(3-5細胞期)
のプリラント緑による染色

l 
表 1

フォルマリン固定材料

基部

料材生

頂部基部頂部

0

1

M

 

4+ 土

土

+争土

土

土
+ 工処理時間 (ht"s.)

土

以上の実験を総括すると，フVスジモク幼匹の原形質表j晋にはたしかに

リポイドが存在し，それはナイ Jレ青およびスダシ IIIで染められる。

匹の部分によってその量がどう異なるかはこの方法で区別されない。またこ

のリポイドはオスミック酸で反応をあらわさない。そしてそれはまたミエリ

シ像の形成によっても証明され，さらにクロロフォルムおよびエ{テノレには

可溶性であるが，アセトンには不器性である。これらの事実はリポイドの正

体が lecithineであることを示している‘そとで蜂毒を作用させてみると，そ

の効果はある程度あらわれ，プリラシト緑による特有の染色性が減少し，そ

の減少は特に仮服部で著しい.これによって，スギモク幼匹の差次染色はレ
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ジチンの偏った分布によって生ずるものと推定される。

Resume 

(1) When young embryos of Cocc叩horaLαng8dor.臥 aFu巴aceousalga， 
are stained with Nile blue， coloration appears on the surface of the protoplasm， 
being de自pestin the basal part. The stainability is preserved even if the 
material is previously fixed with formalin or with aceton， while lost if treated 
previously with chloroform or with ether.τ'his implies that lecithine is dis-
tributed most densely on the surface of the basal pole. 
(2) Polar staining appears in the basal protoplasm with brilliant green 
vitally or after being fixed with formalin， while this property disappears if 
the material is treated with wasp-venom previously. This confirms the prece-
ding supposition， i. e.， the difl'erential lecithine distribution. 
(3) 賀1elecithine distribution on the surface of也eprotοplasm was veri-
fied with myeline figure formation and Romieu's iodine-lecithine reaction. 

文献

1. NAKAZAWA，8. (1953): Difl'erential vital staining of the plasm in the eggs 
of Coccophorαand Sαrgαs8um.8巴i.Rep. Tohoku Univ. 4th 8er. 20， 89-92. 

2. 一一 (1954): Vital staining of the embryos of Sαγgas8um c仰・
fU8um Ag. Bull. Jap. 80c. Phycol. 3， 16-19. 

3. 8UGIYAMA， M. (1953): Physiological回 alysisof the cortical response of 
the sea urchin自Iggto stimulating reagents. 1. Biol. Bull. 104， 210-215. 

4. 山本時男 (1951): 魚卵の表層変化.実験形態学.7， 61-64. 

緑藻 C!o1Zz'othoratlumosaトゲナシ

ツノレギの生態について

深瀬録i

H. FUKASE: 80me ecological notes on 
αoniophorαplumosa. 

淡水産緑藻 Chaetophora科のαoniophoraρlu四 osα(KUTZ.)BOURRELL Y 
トグナジヅノレギが本邦に躍することは，すでに広瀬，高嶋(1955)によって報

勢和歌山大学学芸学部生物学教室
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第 1表 αoηiophora plumosaの生育地

産 地 |水温 I pH I採集，調査
lo("t¥ 1-'.1..1. 年 月I (00) I -

大阪府;

泉南郡東鳥取村男星川支谷

和歌山県;

橋本市吉原吉原JII(紀ノ川支谷)

海草郡加太町海岸

グ 加茂村加茂川

海南市藤白神社近傍の小渓

有田郡金屋町有国川支流

グ 清水町有国川一帯

グ グ湯JlIJlI-摺(向上支流)

日高郡川辺町大滝川(日高川支流)

東牟袋郡三里村熊野川

グ 本宮村熊野川

グ グ音無川(同上支流)

奈良県;

吉野郡十津川村十津川一帯

グ グ 西JlI(同上交流)

グ グ 片谷JlI(西川支谷)

グ ゲ 上湯川(十津川支流)

ゲ ゲ 同上，下湯附近

兵庫県;

竜野市鈍保川

グ 林田川

グ 栗細川

神戸市再度公園大師道の谷川

宝塚市武庫川

石川県;

金沢市浅野川

栃木県;

那須飯森温泉

宮城県;

川渡温泉大湯

18.6 

26.0 

13.0 

26.0 

27.6 

29.6 

24.6 

26.6 

26.6 

32.0 

29.0 

33.0 

8.0 

6.6 1966. X.30 

6.1 

7.6 

o卿羽
1966. JX. 2 o捌 V.19
1966. X1.16 
1966.潤. 4 

1966. XII. 18 

1963. X. 

1963. VI. 

1966. VI.26 

1962. X. 6 

1966. WI. 12 

1966. WI.12 

1966. WI.12 

7.3 

6.8 

7.7 

7.2 

噌

A
n
o
z
u
n
a

-

-

-

-

町

s
w
a
n
a
n
e

1966. WI. 9 

1966. WI. 6 

1955. WI.l1 

1956. WI. 7 

1956. WI. 7 

5.6 

6.7 

討 1)兵Ji11，石川，栃木，宮滅各県のl草地についてはすべて広瀬，高嶋(1955)による。

2)下湯温泉源泉温度は 45.000，上湯混J.R源泉は 65.600。
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告されたが，本種は BOURRELLy (1952)により従来 Stigeoclonium属に所属

するとされていた藻類3種，及び Clonioρhora属のもの 2種計5種をまとめ

て1穫とされたものであるだけに生育環境による若干の形態上の変異が認め

られる。

筆者は 1953年6月より 1955年 12月まで，紀伊半島(三重県を除く)を

中心としての調査によって二，三新しい知見を加え得たので， ここに報告・す

る次第で~る。現在ま

でに判明している生育

地は第1表の如くであ

る。筆者は紀伊半島を

流れる諸河川のうち，

紀ノ川中・下流部，有

田川上・中流部，日高

川中・下流部，熊野川

(十津川を含む)よ・中

流部及びその流域を調

査した(第1図)。本種

の出現時期は，紀伊半

島南西部では4月中句

から 12月中旬に及ぶ

が最盛期は7月から 9

月に到る夏季である。

本種は淡水中主と 第 1図紀伊半島南西部河川図

して河川，小溝など流 (縮尺 260万分の1)

水に生育するのが普通であるがまた11~沫1W ， 温泉水域，汽水域から柿には司自

留水中にまでも分布する。

1. 河川涜域における生態

河川流域は本種の最も好んで生育する水域である。河岸のゴンクリーし

岩石などで作られた堤防は本種にとっては好適の生育場所であって，急、流に

もよく耐えて水而下約50cmの深さに到るまでさかんな繁殖をみせ，場所が

適当であれば. v季最盛期には数10mの!よさにわたって，大幹部を形成す
ることもあり， いずれも体長5cmから 10cmに及ぶものまでがみられる。

-11ー



48 藻類第4巻第2号昭和31年9月

また，水面上に露出して常に流水の飛沫を浴びている岩石の表面などにも

O.5，....2.0cmの短かい藻体が観察される.

和歌山県熊野川支流音無川において1955年8月の調査当時は，水量が

少く合流点より上流 1kmまでの聞は流水は全く河床に没し去った状態であ

ったが，上流部には水深30cmの水量があって多量のSpirogyra，Mougeotia 

などの接合藻類と共に本種が生育していたが，本種は前二者と決して混生す

ることはなく，常に河床の傾斜の大きい流れの速い場所に独立した群落を形

成して，好流水性を示していた。

奈良県十津川支流西川，片谷川，上湯川などの諸河川はいずれも岩塊が

河床に散在し，流速が大きく河川上流部独特の容相を呈しているが，本種は，

岩盤或は岩石上に密生し，またいずれも流水中だけでなく流水の飛沫を常に

浴びている湿った岩の上にも体長 O.5，....2.0cmの短かい藻体がフェルト状に

密生していた.上記の河川では Cladoρhoracrisρata (ROTH.) KUTZ.との混

生がみられた。

また，和歌山県有田川流域は1953年夏の数回にわたる大洪水で岩盤の

表面は全く洗い去られ戒は河床に土砂，石礁が堆積して河川の容貌は著しく

変化し従って生物相も変容してしまい，しばらくは流水中に生物の姿はみら

れなかったが，同年秋には他の謀類の出現にさきがけて洗い去られた岩面の

各所にClonioρhoraの発生をみた.これは洪水に耐えて残存した謀体基部か

ら再生したものと思われる.

上述の主な生育水域では増水などによって流速の激変が起るが，当該水

域に棲息している本種は，藻体の基部から仮根が特に発達して基盤に着生し

て居り，体の上部が流失しても基部はよく残存していて再生増殖する。また

流水に流された枝は岩石の聞などにあって仮根を形成し，基盤に附着して増

殖することもある。

11. 温泉水域における生態

温泉水域には独特の藻類がみられるが，温泉水が河中に注ぎ或は河岸に

河床より浸出した淡水と混じて儲留水を形成する水域に本種の繁殖をみるこ

とがある。すでに広瀬，高嶋(1955)によっても宮城県及び栃木県の温泉から

報告されているが~医者も紀伊半島の温泉水域で見出すことができた.

奈良県「津川支流上湯川 It.，中流から上流部~1tfにわたって河床に温泉

の湧出孔が点在し，中流の河岸には下湯及び上湯両温泉が湧出している。下
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湯(含硫炭酸泉)は源泉附近(泉温45.00C)に1m四方の簡単な洛槽が仕切ら

れているが大部分の温泉水は槽外に流出して河岸を横切り増水時にできたと

思われる河岸の瀦留水中に注がれ更に本流に流れているが，温泉成分を多量

に溶解している本流中のみでなく，上記瀦留水中(水温32-330C，pH 7.2)に

もClonioPhoraがきかんに生育していた。

また和歌山県から大阪府に流れる男星川のー支谷においても生育するこ

とを知った。本支谷の上流部には境谷温泉(単純硫化水素泉，冷泉)が湧出

しているので流水中には温泉成分が相当量溶解しているものと思われるが当

地の調査は今回は充分行うことができなかった.

III. 海岸汽水域における生態

本種はまた海岸汽水域にも生育し得る.和歌山県加太町海岸において，

同町から悶倉崎に到る聞は，北に傾斜した砂岩と頁岩の露頭がみられ，頁岩

部は侵蝕によって溝状となり干潮時にはタイドプーノレを形成している。この

海岸に上流の小さな池から発する水量の少ない小溝がある。この水は干潮時

は上記頁岩部を小さな流れとなって海面に注ぐが， 1954年5月中句岡地で本

種の発生を観察した。翌1955年11月中句に再調査の際は本種が Entero-

morρha intestinalis (L.) LINKヨνアオノリと混生してきかんに生育してい

た(水温13.00C，pH 7.5).調査の都度谷の上流部まで探索したが上流部は全

くの樹蔭を流れるせいもらってかClonioρhoraの発生は海岸汽水域に限定

されていた.本生育水域はもちろん満潮時には蹴水に浸漬され或は飛沫を浴

びるわけで，汽水域を好んで生育する海藻 E.intestinalisと混生することは

生態的に極めて興味ある事実である。

IV. 生育噴境による形態変異

本種は生育環境特に流速によってその分蚊の形態に若干の変異が認めら

れるa 急流中或は浅所には主軸，主枝，小枝いずれも分岐性に富み枝叢の発

達した藻体が多くみられるが，綾流乃至瀦留水中のものはいずれも分岐性に

之しく主軸及び小枝は畏く仲ぴ枝叢も余り発達しない傾向が認められる.前

者は本種と近縁属のDraparnaldiaにみられる分岐形態に類似するに対し

て，後者は同じく Stigeocloniumにみられる分岐形態に類似する.すなわち

本種はその分岐形態において Drゆarnaldia型と Stigeoclonium型の2裂

に大別することができる(第2図， A及ぴB).また生育地によって両者の混

生がみられることもある。飛沫帯に生育するものは前述の如く体畏は短かく，

-13ー



50 藻類第4巻第2号昭和31年9月

第 2図 校及ぴ校畿の極々の形態

A. Drαpαrnαldiα型.
B. St旬soclonium!!型.
c.晩秋の侯寒冷水中にあるもの.
D.飛沫帯It:生育するもの.

(A， B， C，x38. D，xlOO). 
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また細胞膜は厚く，主軸，主校の分岐はさかんで，枝叢も発達し，仮根がよ

く発達して基盤を旬旬し，分岐形態はDraparnaldia型に属する(第2図，D)，。

秋季水温が 100C以下の状態が続くときは， 小枝は脱落して遂に消失す

るが，此の時期の藻体は細胞分裂も不規則で主軸，主校の細胞列に歪みを生

じ小枝の脱落による体形の変化と共に全体的に萎縮の!惑を与える(第2図，C)。

生育水域の化学的性質(温泉，半蹴水など)による形態上の変化は認め

られなかった。

以上を要するに c.ρ'lumosaは紀伊半島南西部においては広く分布し，
その生育環境としても上述のような諸水域にわたりまた生育環境による形態

の変異もみられるなどの諸点からみても生活圏の広いいわゆる広範分布種で

あることが知れる。

稿を終るにあたり，本研究中終始御懇篤なる御指導を賜った和歌山大学

末松四郎教授に対し満腔の謝意を表します。又，本種の同定を煩わした許り

でなく数々の御助言を賜った神戸大学広瀬弘幸教授に対し深い感謝の意を表

します。また有田川流域調査の際御協力下さった八幡中学校の清水巌教諭に

対し厚い御礼の;琶を表します。

Resume 

αon'必phoraplumsa (KUTZ.) BOURRELI.Y in Kii Peninsula (except Mie pre-
fecture) were investigated from distributional and ecological points of view. 
This alga is found all over Kii Peninsula. i色appearsin rivers. brooks and 
rarely in quiet water. It app館開 alsoin出ethermal water and moreover 
sometimes in the brackish water. 
由lisalga grows generally in running water， especially in rapid stream， 

組 doften grows on the rocks in splaぬ waterzone wiめ thewell developed 
rhizoids. 
Seasonal appearance of this alga is from the middle of April to the middle 
of December and can never be encountered when the average-water-temper-
ature is below 10oC. in winter. 
The algal form can be much varied due to the conditional changes of its 
circumstance. especially of the velocity of streams. Thus the algal forms of 
α:oniuphora岨 nbe divided into two diversities. one is Draparnαldi，α，-type and 
the other Stigeoclonium-type. The former is found as a rule in rapid鈍ream
and the latter in sluggish stream or quiet wa胞r. The form of油isalga 
which grows in splash water zone is qui旬 similarto the former type merely 

except the thick cell wall. 
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ヒトデの毒素によるスギモク

卵の差次崩壊

中沢信午*

S. NAKAZAWA: Differential cytolysis of Coccophorα 
eggs with a toxic substance from sta.rfish. 

ヒトデの宵に有毒物質があることは VANDER HYDEI)によって確かめら

れ， SAWANOとMITSUGI2)によってカキの心臓の運動に対する毒性の定量的

テストが行われた。この物質の正体はまだ不明である。筆者は此のたび褐藻

スギモクの卵に対してこの毒素の影響をしらべてみた結果を報告する。

試料は山形大学文理学部の沢野博士と専攻生の津村氏によってとり出さ

れたもので，まずヒトデ Asteriasamurensisの胃を多量に集めて，すりつ

ぶし. 5~10 倍量のメタノ{ノレを加えて 24 時開放置し，ろ過し，ろ液を蒸発

皿にいれ，ヲォーターパスで乾燥したものである‘実験に当つては，これを

海水に溶かして用いた。実験材料は浅虫で得られたフークス科の褐藻スギモ

ク CoccoρhoraLangsdor fiiの卵で，これを受精の前後に，さきの毒素海水

ゼ 1)ある時間処理してから正常海水にもどすか，又は 2)毒素海水の中に

放置してその経過を観察した。その結果は次のようであった。

(1) 第 1表にみるように， 0.1%の毒素海水で受精直後の卵を処理して

から正常の海水にもどした場合 3日後の観察によると，影響をうける処理

持 山形大学文迎学部
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11:1沢 : ヒトテの脊索によるスギモク卵の差次崩壊 53 

I時聞は 15~20 分に限界があり ， 20分処理、では卵割不完全な異常目玉が多数あ

らわれ，30 分処理では卵割をおとさずに全卵が枯死崩唆してしまった。 ~!lh処

理のものでは異常j庄は少なし 大部分の卵が仮根原基を形成していた。

(2) 種々の濃度の毒素海水の中に放置 した場合には， 第 2 ~交にみるよう

に， 未受精卵では 0.01~0.02% に ， ま ずこ受精卵では 0.005~0.008% に影響を

うける限界があり，受精卵の方が感受性が高い。これは受精後に卵の透過'1;1:

第 1表 受精IT¥後の卵を 0.1% ヒトデ113素海水で処FQした
l時間と異常!任li¥現率と の関係，処J;r113日後の観察

処理時間 |異 常<v. nu' 11処浬時間異 常IJff出現率 | 摘 要 11 妊出現率 摘 要
(分 (%) 11 (分(%)

c:: r~ I -r' 大部分は仮根原 ()f¥ 'Jf¥ r ~ r 1_ I o 1 5以下 :;.~~~~~:: rd.I!.X..'1J:(I>;g 2日 1 30以上 1卵割不完全v '-̂ 1 悲形成 tJv ，-̂ -.L. 1 

10 グ i グ 30 1 100 全部枯死附壊

15 グ 60 If グ

第 2表 毒素のv;!!皮と卵の崩壊との関係，処理60分後の観察

卵の崩壊 11 ~""'~.."，'"' 卵の崩法務系i~;)1変 義素濃度

(μ) 未受精卵 |受精 卵 11 (%1 未受精卵 |受精 卵

0.5 

0.1 

0.02 

0.01 

寸『

イー

+ 

0.008 

0.005 

0.001 

0.000 (対照)I 

担~~q

第1図 乱)スギモクの未受新卵.b)同ヒトデ毒素による崩壊.c)受精卵の莞次崩壊
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54 藻類第4巻第2号昭和31年9月

が増加するという筆者の推定勾，4)，5)をうらがきしている。崩壊のおとり方は，

未受精卵ではまず卵の全表面において不規則に原形質膜の崩壊がおとり，や

がて原形質の粒子がとび出してきて，卵の全形は不明になる(第1図b)，。 受

精卵もその初期には未受精卵と同じように崩壊する。 しかし受精後 24時間

ぐらいたって，卵に造形運動がおこり，卵の全形が球形から倒卵形になり.

形態的な極性が決定すると，毒素による崩壊はまず基部(仮根板)にはじま

り， しだいに頂部におよんでいく(第1図c)。 この差次崩壊は， さきに報告

した実験め，めで，硫酸ニコチシ vアγ化加里， その他によってもまた基部
から差次崩壊がはじまるという現象，およびその原闘が基部において透過性

がより大きいことにあるという，二つの推定をうちがきするものである。し

かし，形態的に根性が決定した卵では，崩i裂しても原形質が散出して全形が

不明になるということはあまりない。これは発生の進行と共に多少とも細胞

膜にセノレローズが蓄積して強固になったからである。このことは塩化亜鉛ヨ

ードによるセノレローズの反応"と確かめられた。

受精の前後を問わず， ヒトデの毒素による卵の崩壊は常に原形質・の表而

からはじまる。これは毒素が原形質の皮部に作用するifl:質をもっととを示

す。そして，差次崩壊が仮根形成部位からはじまることを考え合わせると，

卵の皮部における或る性質が，はじめは一様に分布しているけれども，根性

が決定すると同時に，その'~I:í'fが仮m形成部伎に集ってくることがわかる。

試料を提供して頂いた山形大学の沢野英阿郎間一l~および津村宏専攻生に

感謝します.

Resume 

Cytolysis occurred in eggs of Coccophora Langsdorfii， a fucoid， wh阻加-
mersed in s錨 -waterdissolving a toxic substance taken out from stomach of 
starfish. The cytolytic pattern app飽 redon all over the egg sut'Iace uniform-
ly in廿lebeginning of development， while it was liable to 0巴curon the basa1 
side after the morpholo6'ical polarity determination. This implies a protopla-
smic differentiation wiぬ也eappear組問 ofmorpholo6Ical polarity. 
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青海苔とその養殖に就いて

1. 青海苔類の種類・性状と生活史

瀬木純男*・後藤和四郎**

T. SEGI and W. Gσro : on M onostroma 
and its culture 

1. 由1especies. configuration and life 
history of Monostroma 

55 

青海苔と言って養殖されて居る種類は，殆んどが緑藻類のヒトエグサ

Monoslromaのー，二種のととで，処によりアオノ 9Enteromoゆhaのー，

二種をも製品として居るが，一般にはアオノリやアオサ Ulvaの類は養殖上

むしろ邪魔物である.青海苔は主に伊勢湾，三河湾及び瀬戸内海の山口，広

島県方面に多く，全国の年産約1億枚以上，産額にして2億円前後，当業者数

は数千を数えるが，中でも三重県はその約8割を占めて居る。この青海苔の

繁殖する時期や水位その他の性状がアサクサノリ POゆhyratenera KJELLM. 
の場合と非常によく似て居るので，これの養殖方法もアサクナノリに於ける

と殆んど同様の方法が行なわれて来て居り，種々，条件の選択性に強いアサ

クサノリの養殖に不適となった漁場などでは次第に青海苔の生産に切換えた

り，又新たに漁場が開発されたり，アサクサノリの漁場でも春季に繁茂して

来る青海苔をも摘採して製品にするなど，近年その生産も次第に増大し，重

要視されつつある.しかしながら，アサクサノリと同様青海苔の生産もその

年の気象，海況の複雑な変動とそれに対する合理的な管理操作を誤ることな

どによって年々大きな豊凶が見られる現状で，この産業の安定化を計る為に

青海苔の極く主な種類，性状及び繁殖法など(1)の基礎的事柄及び従来まで

究明されて来た生態諸要因を裏付けとした養殖法など (ll)に就いて一般的に

述べ，参考に供する次第である.

勢，輔三重県立大学水産学部
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5& 藻類第4巻第2号昭和31年9月

第1図 Ul'IJαpertusaKJELLM. 
アナアオサ(律市江戸橋産)

A.全形 x1/6 
B. 横断面 x 95 

第2図 E犯teromo叩hα
LinzaJ.AG.ウスパ
アオノリ (湾市江戸橋産)

A.全形 x1/3 
B. 横断面 x 95 

(1) アオサ属

アナアオサ UlvaρertusaKJELLM. (第1図)

地方によりアオサ，アオパサ，パサノムカワナ，パ y ドクアオ，ガニ

アオサ，パシなどと呼ぶ.体の形態は2層の細胞からなる膜質葉状体で厚さ

は40-125μ位，大きさは20cmより 1m以上にも達する。葉面に大小の裂

孔が生じ，後にこれらの孔が拡大して不規則に裂開し種々変化した形となる。

主に淡水の影響の多い内湾の砂膿や岸壁などに着生し，成長すると附着物か

ら離れて漂流しながら生育を続ける。附着層は干潮線置下で乾燥に弱い。 9，

10月頃出現し，冬から晩春にかけて繁茂する。肥料や飼料として利用される

外，処により食用にもするが劣等晶である。

但) アオノリ属

クスパアオノリ EnteromorthaLinza ]. AG. (第2図)

アオノリ，イトアオ，ヒラアオなどの地方名で呼ばれる。掃平な葉状体

で披針形，腎臓形，或は線形などで通常畏さ 10-20cm，幅 1-10cmの大

きさとなる.単条か又は時に下部で分岐する。鮮やかな緑色を呈し，葉体の

-20ー



瀬木・後藤: 青海苔とその養殖に説いて 57 

縁辺や根部では中空，管状その他の部分は2闘の細胞が密着して居る。内湾

の干満潮聞の石や抗などの上に着生する。胞子は10月中匂頃から 11月初め

頃までに着生し，次第に成長して 11月頃から翌年5，6月頃まで葉体が出現

する。全国殆んど到る処に産するが，殊に伊勢，三河，東京湾方面に多い。

海苔養殖場では雑藻として嫌われるが抄製乾燥すると香気があり，処により

食用にされる。

この種類の外に，海苔養殖場などで多く見られるものとして，ブクロア

オノムスジアオノりなどがあり，何れも香気，風味が良く，アサクサノリ

に混入したり，掛青海苔として利用される。

β) ヒトエグサ属

a. ヒトエグサ Monostromanitidum WITT. (第3図)

ヒトエグサは次のヒロハノヒトエグサと

共に古くから養殖が行われ，所謂青海苔の産

額の 7.......8割を占める種類で，ギシノムギシ

アオ，ギシパサ，ヒロノリ，ヒロアオ，ベツ

ヨヲアオなどの地方名を有する。体は一層の

細胞，膜質葉状で頗る軟かく縁辺が波縮し，

時に裂片を生ずる。体の大きさは普通2-3cm

より 10cm，よく生長すると 20cm以上にも

達する。鮮緑色を呈し，光沢がある。本邦中，

南部の沿岸，殊に外洋に面する千満線聞の岩

礁上などや淡水の混じる内湾にも生育する.

伊勢，三河湾，東京湾，瀬戸内海沿岸に多く

産する。 9月末， 10月中頃から幼体が出現し，

一般に12月より 2月頃までが最も繁茂する

扇面露雷扇面寵

第3図 Monostroma nit.必.um
Wrr.・I・-ヒトエグサ
{三重県川越産)

A.全形 x1/3 
B. 横断面 x 95 

が，それ以後にも繁茂する処があり，比較的条件の選択性が強い様に思われ

る.抄製品又は佃煮材料として風味良好で青海苔中最優良品である.

b. ヒロハノヒトエグサ Monostromalatissimum WITT.? (第4図)

体形が殆んど前種と似ている点から，従来前種に入れて居ったのである

が，新崎盛敏博士が次の観点からこれを別種と見なした。即ちこの種は黄緑

色で縁辺縮れ，葉体は大型となり，老成すると小穴が多数出来る.生育時期

が主として 3月より 5月頃にかけてである。その他生殖時期や発生体の形態
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58 議類第4巻第2号昭和31年9月

第4函 Monostrumα
latissimum. WITT.? 
ヒロハノヒトエグサ

(津市米津産)

A.全形 x1/3 
B.横断商 x95 

などに相違を認めて居

る。前種に比して外洋に

適する傾向が見られ，分

布も広く，伊勢，三河，

東京湾の外に伊豆方面及

び瀬戸内海沿岸にも産す

る。前種，後種両者の割

第5図 ヒトエグサ (A)及びヒロハノ

ヒトエグサ (B)の生活史

1.配偶子母体 2.成熟せる配偶子母体 xl/8 3.配偶
子の放出 x95 4.阻偶子 x430 5.配偶子の接合
x430 6.接合子 x430 7.増大して滋走子裂となる

x430 8.滋定子の放出×約200 9.滋定子 x430 10. 
滋走子の発生 x430 11.発生盤状体(ヒトエグサ)x約
115 12.直上体発生(ヒトエグサ)x約20 13，14.幼配
偶体， 13. x3， 14. x2. 

合は漁場により異なる様であるが，一般に大半後者の種の様である。俗に夏

ダネ(早生)と呼んで居るのは前種で，彼岸ダネ(後生)と称するのはこの

種の様である。

(4) ヒトエグサの繁殖法と生活史(第5図 1-14)

ヒトエグサは如何なる方法で繁殖し，如何なる生涯を送るものであろう

か。これに就いては多くの研究者によって数多く報告されて居るが，種によ

っては複雑な結果が見られて居る。しかし，正常な繁殖法は次の如くであろ

うと考えられて居る。即ち，ヒトエグサの胞子は冬から春の聞に出来るもの

と，秋に出現して棋などに着くものと 2種類あって夫々違った性状をもっ。

前者はヒトエグサが最も繁茂した時又はその後に主として体の縁辺より黄褐

色，黄色或は白く変色するが，これは普通の場合その部分に生殖細胞である
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胞子が作られた為で，か くして出来た胞子を配偶子とl呼び，これは有性の胞

子で雌雄の区別があるが， J~は長さ 8μ 前後の低利形で 2 本の鞭毛 と\1艮点を

有し，趨光性をもって活援に運動する。そ して異性の配偶子と 2個ずつ接合

して;接合子を作るのが正常であるが，中には接合せず単独に発生するものも

ある。

秋に棋に着く胞子は ~!f，性の胞子で滋走子と l呼び ， 体形は殆んど配偶子に

似ているが，やや大きくて普通4本の鞭毛を有し，運動はやや不活滋，放出

されて後数時間滋泳して地物に静止し，直ちに発芽するものである。滋走子

が発芽して成長すると配偶子を作る母体となり ，接合子が発芽成長すると滋

定子を作る母体となる。この様に有性と無性の規則正しい世代の交番が行わ

れるのが正常な繁殖法である。

偲て，ヒトエグサの生涯であるが，葉体が成長して冬から春にかけて成

熟したものは個体によって雌維の別があり ，夫々から放出された配偶子は異

性のもの と合ーして接合子を作ることを述べた。この接合子はやがて附近の

海底や地物に沈積着生し，球状体となる。これは夏の問 1個細胞のまま で過

し， 秋までに容1H~憎し， 被i摸も

次第にj享くなって ， 直径が 60~90

μ紅の大ささに達する。かかる状

態で夏を過すが，}京成の不適な場

所に沈着したものは夏の悶死滅す

るものが多く ，秋までに生存する

ものは接合子の散布された範囲の

l:l.r，或る限られた比較的狭い区域

でゐろうと考えられる。かくして

瓦を過した球状体は外聞の条件が

よくなる と 内容が分裂して16~32

悩の細胞を作る。 この状態、のもの

をi助走子裂とi呼ぶ。そして，これ

らの細胞の一個々々が務走子とな

り， 水車 27~230C の頃， 即ち中

部地方では9月上旬頃より下句に

かけてその断定子が裂の一間口か

認、

第6図 ヒロハノヒトエグサの幼体

(11月頃にみられるもので，海IL於ける
絞より採集ぜるもの)x約40
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ら外部に脱出し.趨光性や海水の動きによって表面に浮上し，潮流に運ばれ

てタホ場の撰などに着生するわけである。着生した胞子は間もなく発芽し約

2潮前後ぐらい後に肉眼で見られる様になるが，場所により多少発育程度は

異なる。移植はこの後更にー潮程度後に行われるわけであるが，その後は成

長早く 11月末か 12月上句頃には摘採出来る様になる。これは翌年の4，5月

頃まで繁茂するが，葉体が成熟すると再び配偶子が形成されるのである。

日本海北部から報告された

褐藻の 1新属

時岡部

日本海北部の De-Castri湾で発見された面白い褐藻の一種についてレニ

シグラードの A.D.ZlNOVA女史が研究し，新属 Stschapoviaを立て，種名

を Stschapoviafiagellaris A. ZINOVAとして発表してい

る(A.D. ZlNOVA: A new family， a new genus and a 

new species of Brown Algae. (In Russian). Contributions 

from Botanical Institute in the name of V. L. KOMOROV， 

Academy of Science， U.S.S.R. Series 11， No. 9，1954， pp. 

223-244， Figs. 1-12)0 1948年生物学者 Dr.T. F. STSCHA-

POVの発見した海藻で，属名は同氏の名から取り，ロVヤ

語の発音では， νチャボグィア属となる。地理的に考えて

将来北海道近海でも見つかることがあるかもしれないの

で，とこに紹介しておくのもむだではないと思う。この海

藻は OrdoDictyosiρhonales (incl. Punctariales)に属し，

科は A.ZINOVA (1953)の新設した Delamareaceaeに所

属する。との科の内容についてはあとに記す。

植物体の外形は図に示すように，盤状の根の上に細い

円柱状の枝のない宜立体が旗生し，直立体の上部は鞭状で，

その下の方は急、に梶棒状の肥)宇都に移行し，肥!字部の下は

次第に細くなって細い茎部に移行する。鞭状部の長さは22
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cm に達し，太さは0.3-0.5mmで，揖棒状の部は長さ 15-25mm，太さ 1

mmに達する。茎部は長さ 10mm，太さ 0.3mmである。

組識は，盤状根では多層の大形細胞の密集から成り，表面に厚いcuticle

がある。直立体では中心部に細長い細胞の縦列が密集しており，体の上部で

は次第に細胞列の結合が緩くなって中空となる。この中心部の外側には，外

に行くにつれて次第に太く短かくなる細胞の縦列の密集した組織が取りかこ

んでおり，その外には 1層の細胞から成る皮胞がある。皮層は鞭状部では小

さい方形細胞から成るが，肥厚部では大きな円柱状乃至根棒状の細胞の柵状

に並んだものから成り，その細胞の高さは 100-132μ，太さは 10-35μで，

その頂部に帯色体と physodes(フコサシ胞)が集っている。この細胞の或る

ものは頂の膜が肥厚し，その中央に小さい孔を有し，胞子嚢ではないかと思

われるものがある。しかし記載には胞子嚢未詳としてある。

生長点は図(Fig.6)によると直立体の頂部にあり，その部を表面から見

ると 1個の小さい頂細胞と，方形一長方形の細胞を縦に積み重ねた形の組織

から出来ている。

属の diagnosisはp.241に，種のは p.242に記されている。

次に新らしい科とした Delamareaceaeは従米 Dictyosiphonaceae に所

属させていた(FRITSCH，1945) Delamareaを土台として A.ZINOVAが設け

た科で (1953.Brown Algae in the northern seas of U.S.S.R. p.123) 1956 

年の論文では更に3属を追加し，この科の内容を次のようなものとしている。

Fam. Delamareaceae A. ZINOV A， 1953. 

Gen. 1. Delamarea HARIOT， 1889. 

(1) D. attenuata (KJELLM.) ROSENV.， 1893. 

Gen. 2. Cladothele HOOK. et HARV.， 1845. 

(1) C. Decaisnei HOOK. et HARV.， 1845. 

(2) C. striarioides (SKOTTSB.) A. ZIN.， 1954. 

Syn. C. Decaisnei var. striarioides SKOTTSB.， 1921. 

Gen.3. Sおchaρ'OviaA. ZINOVA， 1954. 
(1) S. ftagellaris A. ZIN.， 1954. 

Gen. 4. Coelocladia ROSENV.， 1893. 
(1) C. arctica ROSENV.， 1893. 

以上いずれも日本近海には未だ知られていない。 (北海道大学水産学部)
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Agar の語源について

佐藤正己

寒天のととを英語で agar; ドイツ語でAgar-Agarと云うことは藻類学

者ならずとも知っていることであるが，さてその語源となるとどうだろう。

西欧語には極めて異例な同じ語を繰返えすAgar-Agarが，どうも西欧起源の

ものとは思えないし，寒天そのものが日本原産のものだからどうも不思議で

ある。

筆者はボコル植物園滞在中に，ジャワでも熱処理法で寒天を製造してい

ることと，イ γ ドネνア語が名調の複数を示すのに同じ単語を繰返すのが通
則であることとを知って，一応イシドネVア語に起諒を発すると弓う解決法

を考えたa 然しこれも完全な解決でないことは，筆者自身も以下に述べるよ

うな理由で認めざるを得ない。

イシドネジア語では人はorangで，複数形の人々とか一般大衆とかは，

orang-orang (略して orangSと書く)である.それで agarが海藻で agar-

agarが寒天なら文句はないが， agarと云う名調はなく， agar (又は agar

supaja)は英語の inorder toとか回也atの意味の副詞で， agar-agarと複

数形の語だけが名詞として存在し，海謀，寒天，ゼリーを意味する。インド

ネνア語では同一語を繰返えしたものが常に複数形と云うわけではなく，

apiは火であるが， api-apiはマッチと云うような例もあるが，筆者の乏しい

イシドネνア語に対する知識から云えば，名調以外の単語を繰返えして名詞

となる例は他にないようである.此処が解決されない疑問点で，読者諸賢の

御教示を得たいと思っている.

次にl/ャワに於ける寒天の製法を簡単に紹介しておこう.

原藻はオゴノリ属のもののようであったが，これを煮てどろどろにした

ものを染物屋の色揚げの時のように，戸外にぴんと張った布の上にぬりつけ

ると，焼けつくような炎天下で，水分はどんどん蒸発し，布の表面に薄い被

膜状に乾固する。これを剥ぎとると半透明の厚紙のようなものが出来上り，

寒天と云うよりはゼラチ yと云った方がよいような感じのものであるa 粘度

も低く，とても寒天培養基などには不適で，専ら~子製造用に利用されてい

た.ポゴル植物園のトロイプ実験室の倉庫には山のように寒天が貯離してあ
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小西: 北米合衆国化石藻類学界の近況 63 

ったので，秘苫のライネ γ女史に何処庄のものかと聞いたら， r勿論あなたの
お国，日本産ですよJと，呆れたような顔をして返事をした。戦前は寒天は

日本の特産であったから，こんな質問をする方が恐かったのかも知れない。

(茨城大学文理学部生物学教室)

北米合衆国化石藻類学界の近況

小西健二

名実共に化石藻類学界の大御所であったクィーシ在の PIAを失ってから

既に10余年になるが，この間北米では在 ColoradoSchool of Minesの

JOHNSON教投が幾つかの入門書の刊行を含めて学界に幾多の貢献を続け，英

国の WOOD， フラ γスの LEMOINE， ノノレクェイの H阻 G等と共に此界の指

導的地位にある。他に現在比の地で最も活躍している化石藻学者としては，

在 Missouri大の PECK，在地質調査所 (Denver)のREZAK，在 Miami大の

GINSBURG，在 Nebraska大の ELlASの諸博士があげられるが，以下簡単に

此等北米の人々の近況を本欄を借りて御紹介してみよう。

PECK博士は化石輸藻の泰斗として既に数十年来ひろく知られているが，

現在 Missouri大学地質教室主任として多忙な日を送っている。目下 North

American Mesozoic Charophytaなる大部の monographを地質調査所 Spe-

cial Paperに投稿中で，執筆中の Treatiseon Invertebrate Paleontologyの

Charophytaの項と共に， 此の分野の集大成として， また手引としてその刊

行が待たれている。この3月に地質調査所で聞かれた非海成堆積物のνシポ

ジクムで Phylogenyand ecology of the Charophytaなる興味深い総括的報

告を行い，中でも同類の示相化石としての役割では専門外の者の注目を集め

た。

REZAK博士Ii.，地質調査所の化石石灰藻関係責任者-で， Type標本の管

理にあたっており，若手で将来最も活躍の期待される 1人である。目下は

Texasの二畳系はじめ各地の標本採取に専念している。 Syracuse大の学位

論文である先カシプリア及びカシプリア紀の問状認類 (Stromatolites)の報

文が地質調査所報告として近刊の予定で， 18各同内容の要旨が夏のメキνコの
万園地質学会議に提出されている。
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GINSBURG氏は，古く BLACKがBahama諸島で観察した如く，南 Flo-

ridaで現生の Spongiostromataが環境の変化に応じて生活型を変える様子

を詳しく研究し，特に従来と呉なって protectedvvaterからも報告している

点は特筆される。 この種の研究(比較生態学)が少ない折から注目されよう

(Recent stromatolitic sediments from South Florida， 1955年米国石油地質

学会総会報告)。

JOHNSON 博士は停年を年後に控え，氏の最近 5~6 年間の仕事の総括で

ある Saipan，Enivvetok，北大東島，沖縄等の新生代五III瑚藻類の monographs

の脱稿に多忙で，一部は既に投稿消だが，結果は西南太平洋域の新生代自ora

の知識を一層増すことになろう。別に同氏の研究として注目を惹くのは，

Archaeolithoρhyllumの発見で“Archaeolithoρhyllum，a nevv genus of 
paleozoic coralline algae"として J.Paleont. Vol. 30， No. 1， pp. 53-55. 

に発表されている。 Solenoporaの類が果して珊瑚藻の原型に結びっく石灰藻

か否かという問題が未だにはっきりしないため，新白皇紀まで追跡できる澗

瑚藻科の系統はここで途絶え， 決手となるべき conceptac1eが Solenopora

類に見出されぬ事実は， PIAの“最表部で石灰化されなかった為化石は保存

されぬ"という仮説にゆだねられているままである。この様な時イ νゴロモ

(Lithophyllum)に体制の非常によく似た石灰藻が北米 TexasとMissouriの

上部石炭系から見出されたことは単に白星紀から石炭紀への遡行に止まらず，

珊瑚謀科の系統を追う上の重要な新知見といえる。問題の石灰藻は perithal-

lusと hypothallusの分化が非常に明瞭な上，構造・conceptac1esの形等は

Lithoρhyllumに酷似する。特徴として coaxialの比較的薄い perithallusに

比し，非常に厚い hypothallusと， これをつくる細胞の大形且つ多角体(直

方体でない!)である点があげられよう。上記論文にはのっていないが，

JOHNSONはその後有節珊瑚類の化石も上部石炭紀から得られたことから，有

筒~，無簡i両類の分化，更には Lithothamnium 型と Lithoρhyllum 型も石炭

紀の略同時頃に分化を完了していたと考えている (1955年11月米園地質学

会総会報告 Ancestryof the Coralline Algae)。尚同氏は小西と共に古生代

各紀毎の石灰藻の総括を試み，将来の研究への素地をつくることに努めても

いるが，旧石炭紀の項は脱稿近刊の予定で，これには若干日本の材料を含ん

でいる。

他に 4~5 年来，共生の問題をはじめ，常に植物学の立場から面白い問題

-28ー



猪野: へンメリング博士の玉野岡大臨海実験所来訪報告 65 

を提起して来た EUAS博士や同傾向の問題を本春石油地質学会年会席上報告

した Utahの RIGBY博士等の研究も重要である。併し，ここしばらくは主流

として，正統派記載古生物学が続きそうである。

化石石灰藻の資料は，未だにそれ程不足且つ断片化しているといえるの

かも知れない。 (東大理学部地質学教室・米国コロラド大学留学中)

ヘンメリング博士の玉野岡大

臨海実験所来訪報告

猪野俊平

ドイツの MaxPlanck海洋生物研究所の HλMMERLING博士は，その一

門のK.L. SCHULZE， G. WERZ， H. STICHおよびK.BETHの諸博土らと共に，

欧州産のカサノリ属の Acelabulariamediterraneaおよび A.crenulalaな

どを材料にして仁物質，核物質の究明から，また体に隔壁のないこの属植物

の特性をうまく利用して核細胞質の異種のものへの流L込み移し換えといっ

た器用な実験発生学的研究をされ細胞質内のエネルギー物質の鮮明などで発

生学や細胞遺伝学の方面に多大な貢献をされている一流の学者であるが，今

秋，東京で開催される国際遺伝学V:;/ポジュームの学会から招へいされたの

を機会に，東洋のカサノリ属を採集する計画をされ，琉球で A.ryukyuensis 

カサノリ外1種を，折柄，琉球大学におられた瀬川宗吉氏らの御世話でうま

く適期のものを採集され， 那覇から7月18日夜半に岩国へ飛行機でっかれ，

19日午後岡山駅へつかれた。ヘシメリ γグ博士は香港で買われたとかいうナ

イロ :;/Vャツの夏姿で，屑に沖縄採集のカサノリの入ったナイロン鞄を大切

に持たれ，自動車の来り降りにも一切屑からはずされないといった慎重振り

で実験材料を大切にされる心構えには全く感服した，材料はポリエチレシ製

の割れない瓶(我固にもあるが， 蓋のねじの工合などはさすが独乙製と思っ

た)に入れ， この瓶の一杯つまったナイロシ鞄には氷を入れて温度の上昇を

防いでおられた。

7月21日の干潮時に，岡大臨海実験所の採集船大泡丸が園の州へ川口

四郎所長はじめ，ちょうど米所されていた阪大神谷宜郎教投の門下生らと共
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岡 山大学生物学教室へ~IOJjの際の HÄMMERLlNG j:¥Ij士(中
央)，左から中原消士，川口四郎，へンメリング，猪野俊平，

木村市j二，博士は附山がおいといって，常Ie.写真のような涼

しそうなシャツを着用された。

に行ぎ A.calyculusホソエガナの 1000個体以上を採集し，適mlのもの 300
個ばかりを選ばれ大満悦であった。ホソエガサの大滑落を見られたH寺は，35:

に見た材料だと生物学者ならて'はl床わえぬ感党にひたっておられた。それか

ら7月31日まで2週間も滞在されて， ゆっくりと料~Yjを処班され， 琉球の

ものも ， 玉野の材料も Jl~行小包でドイツの研究所へ送られた。 それも 1/3ぐ

らいずつに材料を分けて送り本国から “good"の電械が周かないと安心され

ないといった用怠周到さであったa 一部の材料は避岩-地のil引1:沢まで持参さ

れたが 8月1日のーl此は|崎大の宿舎では材料に “toohot"といわれ 21時

間待の氷の入れ換えで，一晩中日風機のかけつばなしといった只合なので，

8)12日の夜はへ γメリソグ先生白身のためでなく ，カヅーノリのために岡山

一都のエア ・コγディ νョソ付の岡山ホテノレへ宿泊され 8月3日岡山を立
たれた。ちなみにへ γメリング問・士は，粧々のよ13養)iラス器具，ポリエチレ
シ掛兵や旅行用ラペノレなど脊¥1'，円して行かれたが，海路培養学者には参考にな

る}~，が多々あると思われるので興味をもたれる方は， 玉野rl'í渋川の岡大l臨海

笑!験所常勤の大羽助教授へ[I，;Jい合わされたい。(岡山大学邸学部位物学教室)

ヘンメリング先生の住所 Prof. Dr. JOACHIM HλMMERLING Max Planck-Institut 
fur Meeresbiologie 23. Wilhelmshaven Anton-Dohrn司Weg
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67 

デンマークの海藻学者フレデリツク・ぺ Jレグーゼシ博士 (Dr.Phil. 

FREDERIK C. E. BOEGESEN)は本年3月22日90歳の高齢を以て逝去されたa

同博士は34年の畏きに亘ってコペシハーグシ大学附属の植物博物館のライ

ブラリアシの職に在り，在職中は勿論退職後も引き続き海藻の，主として分

類学的研究に従事され，その業績は枚挙に違ない程である。筆者は約25年以

前デシマルクを訪れた際色々と御厄介になったが，又昨年夏久し振りに再会

の機を得親しくその啓咳に接することを得たが，その頃まではまだ研究に従

事され自分がその年齢を問うた際に，もう直きに90歳になるので仕事11:.止

める積りであると答えられた。然し健康そうに見え，耳も目も不自由なく又

記憶力も確かで仲々90歳になる老人とは思われなかった。それが今日遺に

その言ト報をきくとは誠に痛惜にたえない。

上に述べた様に永い聞の博士の研究は世界の各地のフロラに及ぶが，その

主なるものを下に挙げるならば，第一はFOEROESのフロラの研究で己に1897

年頃から数回自ら岡地に渡って研究を行いその成果は1901年から引続き発

・行されたBotanyof FOEROES， 1-III等に数篇の論文として発表された.これ

は寒地のフロラであるが，その後は多く南方のフロラの間明に精進された。

即ち先づ有名な西印度諸島海藻フロラの研究でその結果は1913年以後引続

きThemarine algae of the Danish West Indiesなる論文として発表され

以後暖海の海藻の研究には欠くべからざる宝典となった。 其の後1920-1921

年博士はカナリヤ群島に採集旅行を行い，その結果は1925年から 1930年に

亘ってMarinealgae from the Canary Islandsとして発表された。 それか

ら博士は印度地方に旅行して採集に従事された(1927-1925)0Contributions to 

a South Indian marine algae flora; Some Indian Rhodophyceae， especially 

from血eshores of the Presidency of Bombay， I-IV等々の論文はその採集

材料を基として生れたものである.又比較的近年は主としてMauritius産海

藻の研究に没頭し1954年に発表されたSomemarine algae from Mauritius. 

Additions to the pa此spreviously published， VI U.此の研究に関する最後

の論文となった。
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上の様に 50年以上も海藻の研究に終始し多くの輝かしい貢献をされた博

士を失った事は世界の藻学会にとってその損失はかり得ざるものがあり誠に

痛惜にたえず，此処に謹しでその冥福を祈る次第である。

尚同博士所蹴の海藻に関する図書，論文別刷等は遺族より一括して研究所，

大学等適当な機関に譲渡の希望の由である(価3000米弗)。

(北海道大学理学部植物学教室)

新著紹介

海藻園鑑ニ題

戦後，採集した海藻の名をしらべるのに手頃な原色図鑑がなく非常に不便を感じていた。

本年になって相次いでこつの何れも優秀な図鑑が発行され，比較的安価に手κ入る様にな

ったことは，海藻1<:関係する者として非常に有難い乙とと思っている。

岡田喜一著

原色日本海藻図鑑

昭和9年に三省堂から発行された同じ著者の「原色海藻図譜」は戦前採集者必携の脅と

して定評があったが，戦後絶版となり手1<:入れにくくなっていた。今回風間書房から，同

じ図版を複製し，説明を多少改めたものが上の書名で発行された。海藻約370種の大きな

美しい原色図l己筒潔な説明がつけられていて，巻頭と巻末1<:海藻の種類・利用・分布，採

集法と標本製作法がわかり易く解説されている。採集の時の良い手引であり，図が大きく

鮮明で，特に初心者にとっては採集品を図とひきくらべて名をしらべるのに好適である。

(風間書房発行.l.OOO円)

瀬川宗吉著

原色日本海藻図鑑

約590種の海藻の宮/:1大の原色図とその解説l己加えて，乙れだけでは種の国定が困難なも

のについては必要な外形叉は内部構造の図解が添えであるのは親切である。解説の閥1<:属

・積の検索表も入っているJ巻末1<:海磁の分布・生活様式・採集の万法と注iJ.・採集物の

処Jlliと輸送・根本の製作法と整理法及び砲の同定法が25頁にわたって記述会れ，分類l己閲
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する文献も 7頁にわたってあげられている。原色図がやや小さいが，内容の豊富な乙とは

これを補ってあまりがある。初心者が採集品の名をしらべるのにも好適であるが，更に進

んで海藻の研究11:進む人11:，叉採集を指導する方々にはこの上ない良い手引きであろう。

(保育社発行， 1，200円)
(東海区水産研究所須藤俊造)

学金銭事

日本藻類学会第4回総会記事

本会第4回総会は恒例1<:'依り日本植物学会大会が札幌市北海道大学で閲かれたのを機

会l乙，去る 7月12日午後8時より同大学附属植物園前の水産会館で関催された。出席会

員は41名で，その他1<:'水産業者代表が数名出席し盛会であった。次IL.当日の模様を総会次

第IL.従って報告をする。

開会挨拶: 中村幹事

会長挨拶: 山田会長

(要旨) 本会発会以来8年を閲し，現在会員も 265名を数えていよいよ会の韮礎も充

実したので今後とも我が国務類学の発展のため努力したい。

一方，国際藻類学会設立の機運もあり，米国加州大学パーペンフス教授よりの照

会i己対しては，本会々員中より入会希望者が33名あったので，この旨を返事したが

その後の動向は不明である。

議長選出: 恒例により地元より時国郷氏を選出した。

庶務会計報告: さきに本誌第4巻第1号l乙同封した 30年度報告の通りに川崎幹事

(庶f!)及び舟橋幹事{会計)より報告と質疑1<:'対する応答があった。

議 事: 議題は提出きれなかったが雑誌「藻類」の編穏を中心l己活渡な質疑応答

が行われた。その要旨とすると乙ろは「藻類」の内容が原著論文偏重の傾向があって藻学

の一般的な普及の点に欠ける恐れがあるので会員全般に親しみやすい綜説，雑録等を出来

るだけ多〈掲載せよとの希望であり，乙れに対し会長より善処の約束と共1<:'会員諸氏の御

協力の要請があった。

閉会挨拶: 中村幹事

講 演: 小惑の後問中剛民の司会で講演に穆った。講師と演題は次の通りである。

(1) 沢村政成民(道庁水産製品課j 磯前並びl乙戦後1<:'於ける本道コンブ海童話類の生

産消流状況

問中村議郎民(北大海藻研) コンブiffi殖上の諸問題

沢村氏は詳細なるデーターを示3れ，叉巾村民は宝附海!戸で行った悶殖i誠験の幻妓を

使用されて道内1<:'於けるコンブをーはじめ有用昔話類の生産・状況や悶殖問題IL.関して有益な解
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説をされた。

なお講演終了後，同じ会場で北海道漁業組合連合会及び水産研究会共催の懇談会が催

され，時国鯨民の司会により札幌名物のビールを始め数々のもてなしを受けながら自己紹

介及び会員と水産業者との聞にコンブ，ノ~ ，テングサ，フノリ或はアヲノリ等の有用海

音楽類についてそれぞれの立場から意見が述べられ，叉質疑応答などもあってなごやかな中

にも有意義な会を閉ぢfこ。終了午後九時。

なお今回の総会及び懇談会については上記道漁連並びに水産研究会より多大の御援助

を頂いた。乙乙 1<:'特記して深謝の意を表する。

絡会出席会員

秋山 優 安藤芳朗 浅利政俊 福原英司

福島 博 舟橋説往 藤田征晴 長谷川由雄

平野和夫 平野 実 広瀬弘幸 稲垣貫一

入来義彦 一戸正憲 笠原和男 川端清策

川崎昭二 北見秀夫 小林艶子 黒木宗向

正置富太郎 三上日出夫 中村義輝 野田光蔵

大房 岡日 尾形英二 近江彦栄 阪弁与志雄

佐々木正人 佐々木 茂 佐藤正己 瀬木紀男

須藤俊造 田中 同日 田沢伸雄 千原光雄

時田 旬E 辻 寧昭 梅崎 男 渡辺 篤

山田幸男 (ABC順)

本会会員三谷進民は去る 1月 24日京都に於て逝去されました。謹んで会員諸君1<:'報

じ哀悼の意を捧げます。

昭和31年8月 日本藻類学会
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会員諸君 の投稿を 募る

会員諸君から大体次の事柄を御合みの上投稿を期待します。

1. ~誕類 K関する小論文 (羽 l文) ， 綜説， 論文抄鍛，烈H争等。

2. Jjf(筋縄戦のI収拾，掲載の順序，休戦及び校正は役員会lζー{壬の乙と。

3. 別刷は小論文，綜説，総合抄録11:限りその;gemは50部を会Kて負担し， それ
以上は若者負担の乙と。必重部数l立投稿の際KII'込むζ と。

4 小論文， 綜説，総合抄主張:ま 400字詰原稿j日紙12枚位迄，

を限度とし図版等のスペース!ま此の内11:含まれる。

f;!û小論文， 綜説 lζ 限り ， 欧文題日及び本文~I~n以内の欧文摘要を付する乙と。欧文

は成る可く 英，独語を用うる乙と。

5. 原稿は平仮名混 り，横己?と しなるべく 400字諸原稿用紙をJT-Jふる乙と。

31.他は向上6.&位迄

務類K関する質疑応答欄を;没けJ支と思いますから，会民諸君の街l利用を乞う。

f占]事務の迅i必処理を期するため質問，JXUl5， 会計事務等学会K関する通信は札幌市北

大型学部組物学教室内本会庶務，会計5えは編樹幹事宛とし幹事の例人名は一切使用せ

ぬよ う特11:注意のとと。
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1，200円
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理学的士北大教授

理学博士
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